
 

   開 催 報 告                                                    
  

  令和元年度「しがこども体験活動実践交流会」     
 

子どもの体験活動や青少年教育に関わる機関・団体

の企画運営担当者等を対象に、事例発表や意見交換等

を通して、青少年の体験活動の充実や活性化を図ると

ともに、各機関・団体の連携を推進する機会とするこ

とを目的として実践交流会を実施しました。 

 

【 日 時 】 令和２年２月７日（金）13：30～16：30   

【 会 場 】 滋賀県庁新館 ７階大会議室  

【 対 象 】 「しがこども体験学校」「地域で学ぼう『出前講座』」事業実施団体 

行政関係者（市町教育委員会で子どもの体験活動を担当する職員・公民館・コミュニティセンター等） 

学校教育関係者、社会福祉協議会、青少年教育団体関係者、大学生 

【参加者】 71 名  

日 程 内 容 

13:10 受付 

13:30 開会行事 開会挨拶 

日程説明 

13:35 事例発表 

①「通学合宿等地域での子どもの体験活動」の取組  

湯田小・浅井中通学合宿(長浜市) 

浅井湯田地域づくり協議会 会 長    伊藤 英司 氏  

事務局長 中川 仁男 氏 

②「しがこども体験学校」事業実施団体の取組 

 ボーイスカウト流 夏休み自然体験イベント 

 日本ボーイスカウト滋賀連盟 県連盟コミッショナー 安居 祐治 氏 

14:25 こども体験活動アピールタイム 

15:00 アピールシートを活用した交流・グループ討議 

15:50 全体共有 

15:20 閉会 

 

【 事例発表 】  

●「湯田小・浅井中通学合宿」の取組 

今年度実施の「通学合宿」の取組を通して、活動に参加した子どもたちの成長の姿と活動を支

える周りの大人の仕組みについて発表していただきました。 

12 回目を迎える通学合宿の企画・運営には、学区の地域づくり協議会、連合自治会、日赤奉

仕団、健康推進員、更生保護女性会、学区老人クラブ連合会、湯田小学校、まちづくりセンター

団体で構成する実行委員会を組織されており、参加する子どもの保護者の理解と協力、さらに学

生ボランティアとの連携によって取組まれています。 



充実したプログラムの作成に関わっ

て、事業の企画、運営の手順、活動資

金の確保、連携・協力体制の構築方法

等、活動を支える主催者の思いや願い

を具現化するための手立てについても、

細かく紹介していだだき、より良い実

践を長く続けることで、地域の子ども

たちを育てていくヒントを数多く教え

ていただきました。 

 

●「しがこども体験学校」事業実施団体の取組 

日本ボーイスカウト滋賀連盟より、ボーイスカウトが長年取り

組まれている様々な活動の「バリュー向上」のひとつとして、本

年度実施された「自然体験の日」と銘打って実施された夏休み自

然体験イベントの事例を発表していただきました。 

 今年度は、ボーイスカウト初の試みをするにあたり、イベント

を企画・運営する際に、子どもや子どもを持つ親の声を参考にし

たことや、参加対象者の範囲を広げ、同日時に１３会場で開催す

ることに伴う広報活動の改善、子どもに人気の体験活動メニュー

などについて発表していただきました。 

イベント全体を振り返りから見えてきた、応募方法に関するニーズや、参加者の判断基準、広

報内容のポイント、体験活動への参加決定に至る過程等の傾向についても詳しく紹介していただ

き、主催者の思いが届く広報活動や、活動内容の充実に向けて新たな取り組みを始めるときのヒ

ントを数多く教えていただきました。 

 

●「こども体験活動アピールタイム」 

 事前に提出いただいた 31 枚のアピールシートを冊子にまとめ

て配布しました。また、全体アピールの希望があった８団体の代

表の方には、会場の参加者に向けて日頃の御取組を熱く PR して

いただきました。 

 

●「グループ討議」 

事前に選んでいただいた「話し合いたい内容」ごとのグループ

に分かれ、グループ討議を行いました。参加者の自己紹介とアピ

ールシートを活用した交流から、各団体の取組内容や悩み、課題

解決のアイデアの共有等について、グループごとに活発な情報交

換が行われました。全体交流は、ワールドカフェ方式で２回のグ

ループ替えを行い、話し合った内

容の共有をしていただきました。 

子どもの体験活動や青少年教育

に関わる方々が、世代や立場を越えて交流する機会を設けること

の意義と、それを通じて広くネットワークを構築することの重要

性を再認識することができました。 


